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●展示紹介

いわさきちひろの没後５０年を迎える今
年、自然をキーワードに、ちひろの作品
を新たな視点で見て、体験し、考える展
覧会を開催します。
自然と人とのいまむかし
ちひろは１９７4年に亡くなるまでの最後

の２２年を東京の下石神井（現在のちひろ
美術館・東京）にある家で暮らし、働き
ました。この時期はまさに高度経済成長
期と呼ばれる時期と重なっており、都内
では大規模な土地開発が進み、樹林や農
地が宅地へと変貌し、自然が減少してい
った時期でもありました。ちひろは亡く
なる ２年前に「どんどん経済が成長して
きたその代償に、人間は心の豊かさをだ
んだん失ってしまうんじゃないかと思い
ます。（……）私は私の絵本のなかで、
いまの日本から失われたいろいろなやさ
しさや、美しさを描こうと思っていま
す。それをこどもたちに送るのが私の生
きがいです。」と語っています。失われ
たいろいろなやさしさ、美しさのなかに
は、身近な自然のことも含まれていたの
ではないかと思われます。
自然保護、自然再生の考えも、時代と

ともに変化してきています。今最も重要
な課題は、人と自然との共生である、と
本展の企画協力者である鷲谷いづみ氏は
述べています。日本も１９９３年に締結して
いる世界生物多様性条約では、２０２２年の
国際会議において、人と自然が共存でき
る地球の再生のために、２０３０年、２０５０年
への目標が設定されています。
ちひろの描いた作品のなかには、数多

くの野の草花や生きものも登場します。
自然ということばはあまりにも広いので
すが、作品に描かれている身近な野の草
花や生き物に注目することによって、見

いわさきちひろ ぼつご５０ねん　こどものみなさまへ　あれ これ いのち　�
２０２4年 ３ 月 １ 日（金）～ 6月１6日（日）
主催：ちひろ美術館　協力：ふじのくに地球環境史ミュージアム
後援：絵本学会、（公社）全国学校図書館協議会、（一社）日本国際児童図書評議会、日本児童図書出版協会、杉並区教育委員会、西東京市教育委員会、練馬区

理学博士。みどりの学術賞、日本生態学会功労賞など
を受賞。筑波大学、東京大学、中央大学で生態学・保
全生態学の研究と教育に従事した。主な著書は、『に
っぽん自然再生紀行』、『さとやま―生物多様性と生態
系模様』、『生物多様性入門』（以上岩波書店）など。

企画協力　鷲谷いづみ

生物多様性条約の世界目標は「自然との共生」。遠い昔からのヒトと自然
との共生の場であったのに今はほとんどが失われた「野」。絶滅危惧種を含
む野の花やワラビに子どもたちが親しむ情景が描かれた貴重な絵を鑑賞し、
実物の植物がつくる小さな空間「共生の庭」で実感していただければと思い
ます。ちひろさんの絵の魅力をひきたてている紫色は、生態系における植物
が動物と共生関係を結ぶために進化させた花や熟した果実の色。赤から青ま
での濃淡さまざまな紫色を、共生の色として感性と知性で楽しむ展示もでき
ればと思います。

（東京大学名誉教授／生態学、保全生態学）

図 １ 　うす紫の帽子の少女　１９７０年代前半

 グラフィックデザイン：岡崎智弘
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●展示紹介

えてくることが多くあります。
例えば、《春の花とこぎつね》（図 ２）
の主役は手紙をポストに投函しようとし
ているこぎつねですが、その手前にはそ
れを隠してしまうほどの大きさで、さま
ざまな草花が描かれています。右側には
ネコヤナギの木、左側にはキブシの花、
手前にはハルリンドウ、スミレ、タンポ
ポ、つくしなどが見られます。この絵の
なかの植物を見て、鷲谷氏は「５０年以上
前には、東京区内でも武蔵野の田園で見
ることができた在来の野生の花たち」だ
と述べています。ちひろが見て描いてい
た自然を、次の世代にも残していく責任
が大人たちにはあります。
緑色を背景に、少女がまっすぐこちら
を見つめている姿が印象的な少女像は
『あかまんまとうげ』の表紙のための作
品です（図 4）。この絵本には、人が、
目に見える形で自然の恵みを得て生きて
いた世代と、現代（当時）を生きる世代
との違いが書かれています。山に住む祖
父母の家へ行くことになった孫のかず
こ。わらびを取りに行くことになったも
のの、町育ちの彼女は、最初はどれがわ
らびなのかもわかりません。しかし、お
ばあさんといっしょにつむうちに、上手
に見つけられるようになっていきます。
人と自然との共生を思い出し、取り戻す
ために、ちひろ美術館・東京の中庭に
も、ふきやわらびなど、在来の植物を植

え、小さな「共生の庭」として、育てて
いく予定です。
紫の色から見えること
共生とは、ともに生きること。植物や

動物、人間も同じいのちとして、お互い
に持ちつ持たれつつ、お互いが生き延び
る関係は、昔はできていたものの、強く
なり過ぎた人間の驕りと、経済優先の工
業化社会により、多くの生物や植物が地
球上から姿を消そうとしています。共生
の関係は、色でも見ることができると鷲
谷氏は語ります。「自ら動くことのでき
ない植物は、動物に蜜や果肉などを餌と
して提供し、花粉や種子の運搬をまかせ
ます。それは、動物は餌を得ることがで
き、植物は繁殖を成功させることができ
るｗin-win の共生関係です。花や果実の
色は、視覚に頼って餌を探し花粉やタネ
の運び手になる動物にその存在をアピー
ルするため植物が進化させたものです。
花や果実にもっとも多く見られる紫は、
そんな共生関係を支える『共生の色』な
のです。」例えばぶどう。私たちがおい
しそう、と思うのは、その色からであ
り、それによって、ぶどうのタネの運搬
がされてきたのです（図 6）。
ちひろの描く作品や絵本のなかには、

紫を含む赤から青にかけた色がよく使わ
れています。彼女が好んだという紫色。
それは生態学的にも人間を含む動物が共
通して好んだ色だったのです。
� （松方路子）

図 2 　春の花とこぎつね　１９６４年

図 ４ 　わらびを持つ少女『あかまんまとうげ』（童心社）
より　１９７2年

図 ３ 　plaplax　Water Pocket　2０１４年

図 ６ 　ぶどうとふたりの子ども　１９６４年頃

図 ８ 　plaplax　新作のイメージスケッチ

図 ７ 　plaplax　On the Stump　2０１5年

図 5 　草むらの小鳥と少女　１９７１年
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ちひろから、いまの子どもと、
かつての子どものみなさまへ――
絵本画家・いわさきちひろが亡くなっ
て２０２4年で５０年が経ちます。この半世紀
の間に、地球環境の急速な変化やデジタ
ル化の加速などによって、世界は大きく
変わりました。一方で、戦火が絶えるこ
とはなく、今もウクライナやパレスチナ
で戦争が続いています。未来が見えにく
くなっている現代、ちひろの絵は、私た
ちになにを語りかけてくるのでしょう。
没後５０年を機に、ちひろ美術館（東京
・安曇野）では、子どもと、かつて子ど
もだった大人たちに向けた新たなプロジ
ェクト「こどものみなさまへ」に取り組
みます。展覧会ディレクターには、２０１8
年の生誕１００年プロジェクト「Life」で、
子どもたちが体全体でちひろの世界を楽
しむことのできる展覧会「あそぶ」を企
画したアートユニット plaplax を迎えま
した。ちひろの絵をよく知るおふたりと
ともに、２０２4年の １年間、ちひろが大切
に描いた「あそび」「自然」「平和」のテ
ーマを、科学の目も交えて見つめ直す ３
つの展覧会を開催します。企画に協力し
ていただいた森口佑介氏（あそび）、鷲
谷いづみ氏（自然）、塩瀬隆之氏（平
和）には、それぞれの専門分野から、ち
ひろの絵を読み解く新たな視点を示して
いただきました。絵を見るだけでなく、
子どもも大人も楽しく参加できるよう、
映像を使ったインタラクティブな作品や
ワークショップなども取り入れます。見
て、参加して、ちひろの世界を楽しみな
がら、子どもたちの今と未来について考
える展覧会です。� （上島史子）

〈展示予定〉
■あ・そ・ぼ
２０２4年 ３ 月 １ 日（金）～ 6月 ２日（日）安曇野
6月２２日（土）～１０月 6 日（日）東京
企画協力：森口佑介（京都大学准教授／
発達心理学、認知科学）
■あれ　これ　いのち
３ 月 １ 日（金）～ 6月１6日（日）東京
９月 ７日（土）～１２月 １ 日（日）安曇野
企画協力：鷲谷いづみ（東京大学名誉教
授／生態学、保全生態学）
■みんな　なかまよ
6 月 8 日（土）～ ９月 １日（日）安曇野
１０月１２日（土）～２０２５年 １ 月３１日（金）東京
企画協力：塩瀬隆之（京都大学准教授／
システム工学、インクルーシブデザイン）

特設サイト chihiro.jp/２０２４kodomo

いわさきちひろ ぼつご５０ねん　こどものみなさまへ

●展示紹介

展覧会ディレクター：近森基＋小原藍（plaplax）
インタラクティブな作品制作を軸に、展覧会の展示
構成、空間演出、映像コンテンツの企画制作など幅
広く活動する。さまざまな手法やメディアを使っ
て、創造的な学びや発見のある体験づくりに取り組
む。２０１8年、「いわさきちひろ生誕１００年『Life 展』
あそぶ　plaplax」をちひろ美術館で開催。

無垢な子どもたち、美しい自然、平和への願い。
これらは、ちひろさんが生涯を通して描いたテーマです。
没後５０年にあたる １年間、改めてこのテーマと向き合おうとしたとき、＜科

学の目＞を通してみることを考えました。とはいえ難しい知識や情報を駆使す
るわけではありません。目の前のものの‟ありのまま”をよく見て受け止め、
そこから出発する。科学の目は、特別な人が難しいことを考えるためのもので
はなく、だれもが見慣れた風景を、新たな発見にあふれた豊かな世界に変化さ
せるまなざしだと思ったのです。本来子どもたちは、そんな風に世界を見つめ
ているかもしれません。
会場で作品を見たり触れたり、体を動かしたり。子どもも大人も「わあ！こ

れはなんだ？」とわいわいいっしょになって進んでいく。そんな展覧会のあり
方を目指しました。

� グラフィックデザイン：岡崎智弘



５

安曇野と東京両館で開催した［ちひろ
美術館セレクション　２０１０→２０２１日本の
絵本展］では、出展作家の声を届けるた
め、 ５組の作家のインタビュー動画を特
設サイトで配信しました。また、関連イ
ベントとして村上康成さんとはたこうし
ろうさんの対談を練馬区立石神井図書館
で開催しました。読み聞かせを交え、絵
本に込めた想いを語ってくださいまし
た。その一部を紹介します。（原島　恵）
絵本『まっている。』
村上：今の日本はみんなが急ぎ早に走っ
ていると思うんです。電車に乗ればスマ
ホを、机に向かえばパソコンで、息が詰
まる感じがします。この絵本では、それ
に対して「ちょっと待てよ」という思い
で、待つというテーマを深めました。
はた：今の流行りのことばに “タイパ ”
というのがあって、なんのことかと思っ
たら、タイムパフォーマンス、つまり経
済効率のことなんです。じっとしていた
り、ぼうっと考えたりする時間の豊かさ
を、みんな忘れてるんじゃないかな。
村上：すぐに答えを求めちゃうんだよね
……。わーっと押し寄せる時代の奔流の
脇で、僕なんか、ただただ岸辺で立ちつ
くしてる。自分が発した波動が相手に伝
わって、こちらに返ってくるまでの間に
漂っているよろこびってあると思うんで
す。それをまったく非効率なものとして
切り捨てていいんですか？待っているっ
てもったいないと思いますか？と問いか
けたいですね。『まっている。』では自然
界の生きものたちと重ねて、そんな時間
の豊かさを、あらためて描いてみたわけ
です。でも、絵本はあくまでも問いかけ
ですからね。こうあるべきという答えが
あるわけじゃない。読んだ人がそれぞれ
に考えてくれればいい。
はた：村上さんはどんなときに絵本のア
イデアを思いつきますか？僕は考えよう
と思っても出てこなくて、だいたい待ち
時間や歩いているときに思いつきます。
村上：ああでもない、こうでもないとい
う時間なんだよね。それがだんだん熟成
されるんだよね。やがてポンと出てくる
タイミング、ですね。先日テレビで、今
のタイパの時代に “ネガティブ・ケイパ
ビリティー ”が見直されているという特
集番組を見ました。イギリスの詩人キー
ツが記したことばなんだけど、裏側の能
力みたいなことです。テキパキものごと
を進めるのが得意なグループとそうでな
いグループに分けて実験を行ったんです
よ。テキパキグループは課題に対して、
すぐにスマホを取り出して検索して、あ

っという間に答えがまとまっちゃいまし
た。一方のモヤモヤグループは雑談しな
がら、なかなか本題に入らない。結果、
時間は何倍もかかったけど、モヤモヤグ
ループの方が歴然と深い答えを導いたん
だよね。それを見て安心したんです。自
然界も人間社会も、黒と白で考えるんじ
ゃなくて、間のグレーゾーンが必要なん
だとね。
はた：最近すごく世知辛いというか、ち
ょっとルールから外れると批判された
り、国全体がそんな風になっているよう
な感じがします。３０年位前はもう少しい
い加減で、その分豊かだったように思う。
村上：本当にそうだよね。忖度してどん
どんお利口さんになっていくっていう感
じ。人間の緩さみたいなものが失われて
いるような気がします。
絵本『あなたがおとなになったとき』

はた：この絵本は湯本香樹実さんの詩を
もとに描きました。詩を読んで、未来に
ついて語る絵本にしようと思ったんで
す。僕は中学生くらいで絵本作家になり
たいと思ったんだけど、まわりにイラス
トレーターや画家がいなかったから、本
当にそんな仕事に就けるか不安でいっぱ
いでした。その不安は全部想像の世界な
んですよね。昆虫も好きで、中学のころ、
山や河川敷で虫を探してたんですよ。未
来のことを考えると憂いが出てくるけれ
ど、足元の自然や毎日の学校生活をひと
つずつ見つめるとキラキラしている。そ
のことを伝えたいと思ったんです。絵本
の前半は不安な気持ちを表現して廃墟な
んかを描いてるんですけど、後半、最後
のところは朝の通学シーンで日常の現実
を感じてほしいと思って構成しました。
村上：文章と絵が別々に進んでいくクロ
スオーバーがかっこいいと思いました。
湯本さんとは打合せをしたんですか？
はた：詩の世界は完成されているので、
説明的に描くと陳腐なものになっちゃう
じゃないですか。だから、詩と平行して
僕のほうでも物語をつくらないとダメだ
なと思いました。湯本さんとは打ち合わ
せず、ラフを見てもらって、特に修正の
注文はなかったと思います。逆に僕が勘
違いしたところがあって。
村上：勘違い？
はた：はい。最後から ２番目の朝の通学

シーンなんだけど、僕はここに文章が入
るつもりで描いていて、文章は入らない
んですか？と聞いたら、湯本さんは受け
止めてくれて、最後に一文「耳を澄まし
て」と追加で入れてくれはったんです。
村上：この一行が効いてますよね。まさ
に共作絵本のよいところですね。はたさ
んは、この絵本で背景を絵の具で描き、人
物はヤングアダルトが好みそうなキャラ
クター的な要素を入れて鉛筆で描いて、
組み合わせたり工夫してますよね。
はた：そうです。紙に描いたものをスキ
ャンし合成して、ページを追うごとに紙
に描く部分の割合を増やしていき、最後
の ２場面は １枚紙全部が手描きというコ
ンセプトを自分に課しました。読み手は
気づかないかもしれないけれど、不安な
想像の世界から現実に向き合う過程を、
なんとなく感じてほしいなと思って。
村上：気配が感じられますよね。
肌感覚を大切にしてほしい
はた：話は少し違うけれど、アナログ盤
のレコードには、人の耳には聴こえない
周波数が入っているらしいです。それが
CDではカットされて、どちらも同じよ
うに聴こえるけれど、脳波を測るとアナ
ログ盤を聴いたときだけシータ波が出る
らしい。つまり人間は耳ではないところ
でも音楽を聴いているんですね。多分、
視覚的なものも同じだと思うんです。な
んぼきれいな印刷物より、原画って感じ
るものがあるじゃないですか。デジタル
だとドットしか見えない。でも現実の葉
っぱ １枚でも、拡大すれば細胞まで見え
る。そこが圧倒的に違うと思うんです。
村上：毛穴から感じ取るような感覚って
大事だよね。はたさんもいうように、せ
めて子どもたちには、憂いているときで
も、足元には昆虫がいて、自然はそこに
ちゃんとあるって気配を感じてほしいで
すよね。僕はそういうことが絵本ででき
ると思ってます。最近は『黄色い竜』と
いう児童文学で、その肌感覚を書きまし
た。稲作文化を根底において、田植えか
ら収穫の秋までに起こる少年たちのドラ
マと、コメの生育や動植物の成り立ちを
伏線的に重ねて書いたんです。子どもた
ちよ、遊べ！と想いを込めて。デジタル
の情報だけでは満たされないと思うんで
す。はたさんの『どしゃぶり』にも同じ
ような感覚がありますね。絵本の世界
は、みなさんのそばにいきいきとありま
すよということを伝えたいですね。どん
な世の中になっても、みずみずしいもの
がそこにあるんだということをこれから
も届けていきたいと思っています。

●活動報告

「ちひろ美術館セレクション�２０１０→２０２１日本の絵本展」関連イベント
２０２３年１０月 8 日（日）対談「村上康成×はたこうしろう　―いま、絵本でつたえたいこと―」

文化庁　令和５年度　Innovate MUSEUM 事業
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今年で ３年目となる「みる・よむ・体
験する」ねりまフォーラムは、ちひろ美
術館・東京を中核館として、練馬区立美
術館、練馬区立石神井図書館、同南田中
図書館、同貫井図書館、子育て支援
NPO法人手をつなご、若者就労支援
NPO法人ねりま若者サポートステーシ
ョンという地域で活動する美術館、図書
館、事業所が協同して実行委員会をつく
り、それぞれの特性をいかしながら文化
芸術活動を中心にした地域活性化事業に
取り組みました。
昨年から継続して、文化や芸術の場を
利用しづらい方たちが参加しやすい環境
を整えることを目標に掲げ、さらに対象
を広げ、学びを深めました。今年度の活動
の一部を以下に紹介します。（原島　恵）
【インクルーシブデザインからの学び】
２０２３年 ７ 月１２日（水）、 ９月２２日（金）、
１２月 4 日（月）
今年度は、活動の指針のひとつとして
インクルーシブデザインの手法を学びま
した。NPO法人 Collable の山田小百合
氏を講師に迎えて講義を受けたあと、ち
ひろ美術館と石神井図書館を会場にそれ
ぞれワークショップを行いました。美術
館では、新たな気づきをもたらす役割の
リードユーザーとして、視覚に障がいを
お持ちの方、車いすユーザー、外国語を
母語とする親子とともに、スタッフが ３
つのグループに分かれて館内をめぐり、
その後、気づきを共有する時間を持ちま
した。ユーザーにとっての心地よい距離
感や、移動するペース、空間の使い方がそ
れぞれに異なることがわかりました。館
内に配置した椅子の位置を移動するな
ど、具体的な改善にもつながりました。

図書館では、ディスレクシア（文字の
読みや書きに困難を抱えている方）の当
事者とご家族をリードユーザーに迎え
て、いっしょに館内をめぐり本を選んで
借りたあと、気づきを共有しました。設
備などすぐに改善が難しいこともありま
すが、情報を得るにはさまざまな方法が
あることを図書館から発信していく必要
を感じました。困難を感じている方たち
をパートナーとして情報を届ける姿勢が
大切であることを共有しました。

【子育てのひろば】
９ 月１５日（金）、１１月１０日（金）
練馬区で地域の子育てを応援している

NPO法人手をつなごがちひろ美術館に
出張して「子育てのひろば」を開催しま
した。１０時から１５時まで、たくさんのお
もちゃを用意して、経験豊富な保育専門
スタッフが常駐するなか、 ９月には 4
組、１１月には ７組の乳幼児と保護者の方
が利用しました。保育スタッフに子育て
の相談をしたり、参加者同士で交流する
姿も見られました。今までちひろ美術館
を知らなかったという方や、初めて来館
された方もいらっしゃいました。こうし
た催しが、気兼ねなく美術に親しむきっ
かけになることを願います。
【アートリップ】１０月２７日（金）

アーツアライブ代表の林容子氏を講師
に、認知症や高齢の方とその家族を対象
にグループで行う対話型アート鑑賞プロ
グラム「アートリップ」を開催しました。ち
ひろの絵を囲み、細かな部分にも注目し
ながら感じたことを話し合ううちに、最
初はことばが少なかったみなさんの表情
がいきいきと変わっていきました。久々
の親子での外出という方もいらして、ご
家族の明るい表情も印象的でした。
【障がいのある方のための鑑賞会】
１１月２７日（月）

ちひろ美術館の休館日に、障がいのあ
る方と介添えの方を対象とした鑑賞会を
開催しました。午前と午後それぞれ ５組
の方が来館しました。参加者は 6歳から
７０代まで幅広い年齢層の方たちで、奈良
や群馬など遠方からお越しの方もいて、
こうした機会が求められていることを感
じました。参加者は、アート・コミュニ
ケータ東京のみなさんとコミュニケーシ
ョンをとりながら展示室で絵を鑑賞した
り、図書室やショップを利用するなど １

時間ほど館内で過ごしました。「ちひろ
さんのやさしく強い絵に励まされた」と
いう感想が寄せられました。
【手話通訳つきギャラリートーク】
１２月 ９ 日（土）、１２月１6日（土）
練馬区立美術館で開催していた［生誕

１２０年古賀忠雄展　塑造（像）の楽し
み］と、ちひろ美術館・東京で開催して
いた［ちひろ美術館セレクション　２０１０
→２０２１日本の絵本展］の手話通訳つきギ
ャラリートークを各館で開催しました。
事前に両館の学芸員が合同で手話通訳者
と打ち合わせをして、解説の内容を伝え
ました。当日は解説をする学芸員と通訳
者の立ち位置を確認し、理解しやすいよ
う作品図版や作家名などのパネルも用意
しました。手話通訳者のアドバイスで受
付に筆談ボードを用意したり、親しみや
すいように冒頭に簡単な手話を取り入れ
たり、手話通訳の前後に作品を見る時間
を十分に設けたり、解説を話し始めると
きには手を挙げて注目を集めるなど工夫
しました。ちひろ美術館には、聾学校に
通っている小学生や、この機会に京都か
ら来たという方も参加されました。

また、同時期にちひろ美術館の成り立
ちや館内を紹介する手話通訳つきの動画
を制作してYouTubeで公開しました＊。
これらの取り組みは、私たち自身が聴覚
障がいをお持ちの方たちの文化について
理解を深めるきっかけにもなりました。
【美術館カードで絵をたのしもう】
２０２4年 １ 月 6 日（土）、 １月２０日（土）、
１月２１日（日）
若者の就業支援を行っている、ねりま

若者サポートステーションに通う有志の
若者たちと、ちひろ美術館と練馬区立美
術館の学芸員、南田中図書館の職員が協
働して、ふたつの美術館の所蔵品カード
を使ってワークショップを行いました。
若者たちが進行役を務め、参加者に詩か
らイメージする絵を数点選んでもらっ
て、その理由を発表してもらうなど、参
加者が和やかに交流しました。「美術館
で見るのとはまた違って絵を楽しめた」
「若者たちの一生懸命な姿に好感を持っ
た」などの意見が寄せられました。

実行委員会：ちひろ美術館・東京　練馬区立美術館　練馬区立石神井図書館・貫井図書館・南田中図書館
特定非営利活動法人 手をつなご　ねりま若者サポートステーション

●活動報告

「みる・よむ・体験する」ねりまフォーラム事業　２０２３年度の活動報告
文化庁　令和５年度　Innovate MUSEUM 事業

＊手話通訳つきちひろ美術館紹介動画
https://www.youtube.com/watch?v=2xTZlUCWXdo
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ひとこと
ふたこと
みこと

１１月２４日（金）
新しくできた友人のサナエに連れ
られて訪れました。なんてすてき
なところなのでしょう。繊細でい
きいきとした美しさにあふれてい
て。世界中にこういう場所が必要
です！（アンナ、オランダ）（原
文は英語）
１１月２６日（日）
初めてこの美術館に来て心がおだ
やかになりました。昔から好きだ
ったちひろさんの絵をこんなにた
くさん見られ、とてもうれしいで
す。最近は学校生活もうまくいっ
てなくて悩んでいたけれど、今日
ここに来てなんだか元気が出まし
た！また来たいです。 （Y.A.）
１２月２日（土）
初めてちひろ美術館に来ました。
明るい館内に作品がいっぱいで感

激しました。ちひろさんや黒柳徹
子さんにお会いできたようなあた
たかい気持ちになりました。また
来たいです。 （６４才　渡辺明子）
１２月５日（火）
2０歳のときに初めて訪れ、今回 2
回目です。誕生日を迎えてすぐお
うかがいしたあのころ、１０代でな
くなる悲しさや不安、高校時代の
ような楽しいことはこの先もうな
いのではと感じていた私に「大人
になること」のちひろさんのこと
ばが心に刺さりました。このこと
ばのおかげで年齢を重ねても楽し
いことがあることに気づき、毎年
前向きな気持ちになれています。
１２月１９日（火）
最近は大学の講義で iPad を使っ
た授業ばかりで、本離れ、活字離
れしていました。だからこそ絵本

が新鮮で懐かしい気持ちになりま
した。想像を働かせられるのもよ
いです。もっとこれから触れてい
きたい。また来たいです。 （沙耶）
１２月２１日（木）
韓国人が来ましたよ！じっくりと
見させてもらいました。作家さん
たちどなたもみな味わいがあり、
すてきです。（Ｊ）（原文は韓国語）
２０２４年１月２日（火）
元日から地震が起こり災害に遭わ
れた方を思うと心が落ち着かなく
ここに来ました。戦争の準備にお
金を使うのではなく、国の基盤の
整備に力を注いでほしいと切に思
います。どうぞよい年となります
ように。くらしが少しでもよい方
向にいきますように。世界が平和
になりますように。想いはちひろ
さんと同じです。 （FUSAE.O）

２０２３年１０月３日（火）    のち
お父さまの遺品のなかにちひろ作
品を発見した、とご連絡をいただ
く。拝見すると、これまで当館で

も把握していな
かった１９5０年代
前半の貴重な作
品と判明。阪神
淡路大震災もく
ぐり抜け、大切
に保管してくだ

さっていたことに深く感謝。
同日、『続　窓ぎわのトットちゃ
ん』（黒柳徹子著／いわさきちひ
ろ絵／講談社）が刊行。初版 5 万
部の予定だったが、予約注文の殺
到で発売前から 5 万部の重版が決
定。当館ショップ発注分も、瞬く
間に売り切れた。「続編のお話は
前からありましたが、一番大きい
のはウクライナの問題。子どもた

ちはどうしているのだろうと思っ
た時、子どもの自分が戦争の時に
どうだったか、もう少し書こう
と」と、黒柳徹子館長は語った。
※安曇野ちひろ美術館だより№１１３ p.４参照

１０月７日（土）
夏に安曇野館で開催した「ちひろ
美術館セレクション　2０１０→2０2１
日本の絵本展」が東京館でも開
幕。初日から館内がたくさんのお
客さまでにぎわう。夕方には、出
展作家、編集者、絵本関係のみな
さんをお招きし、 ３ 年ぶりに内覧
会を開催した。
１０月１７日（火）
初めての取り組みとなる手話通訳
つき動画の撮影現場を見学。日本
語と日本手話には、語彙・文法と
もに大きな違いがあるため、制作
会社の方が何度も打ち合わせて台
本を翻訳してくださった。表情豊

かな手話表現に見入っ
てしまう。
※完成した動画はこちら→

１０月３１日（火）    時々
原水協、ちひろ普及会との合同カ
レンダー会議。紙不足、資源の価
格高騰など課題はあるが、 １ 年を
通じてお楽しみいただける美しい
印刷でお届けするにはどうすれば
よいか。また世界での戦争や紛争
で幼い子どもを含む多くの市民が
犠牲になっている今こそ、ちひろ
の絵を通して平和への願いを広げ
たい、と熱い思いを語り合う。
２０２４年１月２３日（火）
ちひろ没後5０年となる2０2４年のス
タートにあたり、両館職員研修を
オンライン開催。生前のちひろを
知る平山知子評議員の講義や各職
員からの発表を通して、各館の最
新情報や課題を共有した。

美術館
日記

伊藤秀男

『海の夏』（ほるぷ出版）
１９９１年

『けんかのきもち』
（ポプラ社）
柴田愛子・文
2００１年

昨年、伊藤秀男（１９5０―）の代
表作である絵本『海の夏』（図
１ ）と『けんかのきもち』（図
2 ）の全原画と自筆原稿などの資
料が新たに収蔵されました。

伊藤は１９７６年以降、名古屋や東
京など各地で個展を開き、１９８１年
に『じぞうぼん』（福音館書店）
で絵本デビュー、現在まで精力的
に創作活動を続けています。

『海の夏』は、１９９１年にほるぷ

出版より刊行された「イメージの
森」シリーズの １ 冊です。同シリ
ーズは、読者を子どもに限定せ
ず、大人の感性をも刺激する新鮮
で多彩なイメージを喚起する新た
な絵本づくりを目指して企画され
ました。伊藤は、自身の娘「海」
が過ごしたひと夏をテーマに、近
所の寺や学校を舞台にして、ダイ
ナミックな筆致で生命力あふれる
夏をとらえています。本作で１９９2
年小学館絵画賞を受賞しました。

2００１年に発表された『けんかの
きもち』は、けんかを通して友だ
ちとの心の交流を描いた作品で
す。主人公の男の子「たい」は、
一番の仲良しの「こうた」と取っ
組み合いのけんかをしてしまいま

す。こうたがあやまりに来ても、
けんかの気持ちはおさまりませ
ん。伊藤は、実在の保育園をモデ
ルに、ネパール産の素朴な紙の風
合いを生かしながら、アクリル絵
の具で子どもたちの表情をいきい
きと描き出しました。地面に転が
る場面では、画面いっぱいに俯瞰
でとらえた構図で、動きを躍動的
に表現しています。2００2年日本絵
本賞大賞を受賞し、高い評価を得
ています。 （山田実穂）

新収蔵
作品紹介⑦

図１ 　『海の夏』より　１９９１年

図2 　『けんかのきもち』より　2００１年
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エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

ちひろ美術館・東京イベント予定 各イベントのご予約・お問い合わせは、ちひろ美術館・東京イベント担当へ。

〒399-8501　長野県北安曇郡松川村西原3358-24　テレホンガイド0261-62-0777　TEL.0261-62-0772　Fax 0261-62-0774
http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp
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●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
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毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

●次回展示予定　２０２４年６月２２日（土）～１０月６日（日）
　いわさきちひろ ぼつご５０ねん　こどものみなさまへ　あ・そ・ぼ

ちひろの絵のなかの子どもたちは、なんでもあそびにしています。ぬいぐるみを友だちに
する子、雨の日に水たまりであそぶ子、そうじまであそびとして楽しんでいる子もいます。
子どもはあそびながら、世界を探索し、知識を獲得していきます。
本展では、美術館で絵を見ることを「あそび」にします。アートユニット plaplax によ
るインタラクティブな作品に加え、発達心理学の視点からもちひろの絵を読み解きます。
子どもも、かつて子どもだった大人も、のびのびとちひろの世界を楽しむことができると
同時に、あらためて子どもやあそびについて知り、子どもの今と未来について考える展覧
会です。

いわさきちひろ　絵をかく女の子　１９７０年

〈入館料改定のお知らせ〉
ちひろ美術館では、２０２４年 ３ 月 １ 日より、入館料を下記の通りに改定
いたします。今後もより充実した展覧会の開催と美術館活動に努めて
まいります。何卒、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

○ちひろ美術館（東京・安曇野）
大人１２００円／１８歳以下・高校生以下無料
団体（東京館は有料入館者１０名以上／安曇野館は有料入館者１５名以
上）、６５歳以上、学生の方、１８歳以下の方に同伴する保護者（子ども
１ 名につき ２ 名まで）は９００円／障害者手帳をご提示の方とその介添
えの方 １ 名は無料／年間パスポート３０００円

〈展示関連イベント〉

●ワークショップ
○日時： ５ 月１２日（日）
○講師：岩田とも子（アーティスト）
○申し込み：要事前予約（ ４ /１２より公式サ
イト、TEL. にて）
詳細は決まり次第公式サイトにてご案内し
ます。

●講演と交流の集い「絵でつなぐ自然との共生」
○日時： ４ 月２１日（日）１４：００～１６：００
＊オンラインでも配信予定
○講師・コーディネーター：鷲谷いづみ（東京大
学名誉教授、理学博士）
○参加費：５００円　
○定員：３０名（会場）、オンラインは定員なし
○申し込み：要事前予約（ ３ /２１より公式サイト、
TEL. にて）
◯協力：WWF ジャパン

〈会期中のイベント〉

●松本猛ギャラリートーク
ちひろの息子である松本猛が、作品にまつわるエピソードなどをお話
しします。
○日時： ３ 月３１日（日）１４：００～１４：３０
○講師：松本猛（ちひろ美術館常任顧問）
○参加費：無料（入館料別）　○申し込み：不要（参加自由）

●国際博物館の日　たてものと庭・探検ツアー
○日時： ５ 月１８日（土）１１：００～１１：３０／１３：００～１３：３０
○参加費：無料（入館料別）　○定員：各回１５名　
○申し込み：当日受付

●ギャラリートーク
○日時：毎月第 １ ・ ３ 土曜日　１４：００～１４：３０
○参加費：無料（入館料別）　○申し込み：不要（参加自由）

●絵本のじかん
○日時：毎月第 ２ ・ ４ 土曜日　１１：００～１１：３０
○参加費：無料（入館料別）　○申し込み：不要（参加自由）
○協力：NCBN（ねりま子どもと本ネットワーク）

●わらべうたあそび
リズムにあわせて体を動かしたり、声を出
して歌ったり。物語への入り口となる「わ
らべうた」を親子で楽しみましょう。
○日時： ４ 月 ６ 日（土）１１：００～１１：４０
○講師：服部雅子（西東京市もぐらの会代
表、はとさん文庫主宰）
○参加費：無料（入館料別）　○対象： ０ ～ ２ 歳児と保護者
○定員： ８ 組
○申し込み：要事前予約（ ３ / ６ より公式サイト、TEL. にて）

〒１７７―００４２　東京都練馬区下石神井 ４―７―２ 　TEL.０３―３９９５―０６１２　テレホンガイド ０３―３９９５―３００１　FAX ０３―３９９５―０６８０
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〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

いわさきちひろ
わらびをつむ少女　１９７2年


